
ふれあい館のお風呂なくさないでふれあい館のお風呂なくさないで

　細野龍子市議は、国保税が会社員な
どの協会健保等に比べて高すぎる理由
を質問、制度が違うと答えませんでし
たが、一人につき41,600円（介護分
除く）の均等割が高すぎると指摘し、
せめて子どもの均等割について減免す
るよう求めました。また市単独で始め
た子どもの医療費助成制度が都制度に
なり、増えた補助金などを活用し、所
得制限撤廃などさらなる拡充を求めました。また不足が見
込まれる地域を中心に保育園を増設し、待機児解消を早急
に行うよう求めました。

　田中美穂市議は、中
学校給食の教育的意義
について、文科省の
『食に関する指導の手
引』に、給食の時間に
おける指導は「極めて
重要な学校教育活動」
とあることを指摘する
と、学校教育部長は「手
引きには、給食は実践的な習慣化をはかれ
るように、と書いてある」と答弁。全員給
食を実施することで、教育の機会を保障す
ることを求めました。また、中学校の武道場
へのエアコン設置を求めた質問には、体育
館と一体で整備すると答弁がありました。

中学校全員給食で
教育の機会の保障を
中学校全員給食で
教育の機会の保障を

　佐々木とも子市議は、市内6ヶ所の
高齢者（60歳以上）が無料で使える
高齢者福祉センター（ふれあい館）の
利用改善を求めて質問。送迎バス「長
寿号」の運行ルートを見直し利用拡大
を図るとしながら、効率性やコスト削
減のために、大規模改修時にはお風呂
をなくすと部長が答えました。また、
就学援助の充実では、入学準備金が3
月1日に入学前支給され、「卒業アルバム代」を補助項目に
加えるよう求めました。

　「図書館あり方見直
し方針」（市教委）で、
鶴川図書館とさるびあ
図書館を集約化すると
は「廃止」のことか。
また、採択請願の結果
が反映されていないが
との質問に、そうだと
認めました。改めて２
つの図書館の存続を求めました。次に、市
民税や国保税、後期高齢者医療保険料の滞
納と滞納処分の状況、強力な給与等の差押
えは止めて生活支援に力を入れるべきとた
だしました。米軍相模補給廠のミサイル司
令部駐留について、撤退を求めるようただ
しました。

鶴川図書館とさるびあ
図書館の存続を
鶴川図書館とさるびあ
図書館の存続を

高すぎる国保税引き下げを高すぎる国保税引き下げを

お気軽にお気軽に無料法律相談無料法律相談

毎月  第2、第４水曜日  午後2時～

6月12日・26日（水）
7月10日・24日（水）

☎０４２（７２３）６３１２

市役所３階
日本共産党
会派室

要予約

※場所が変わるこ
とがあります。
　予約時にお確か
めください。
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　昨年から、都道府県単位となった国民健康保険制度。町田市は、
一般会計からの赤字繰り入れ（26.６億円）を50％削減するため
に、今年度から2027年度まで毎年、税率改定をおこなうとして、
今議会に「町田市国民健康保険条例の一部を改正する条例」を
提案、日本共産党を除く賛成で可決されました。各年度で削減
する財政赤字額は１.５億円としながら、一人あたりの医療費等
が増加すれば同額まで上乗せすると上限を設けて、2019年度は
税率改定額２.５億円、一人当たり約３千円の負担増です。
　10年前、国保の一人当たり年税額は７万2825円でしたが、
2019年度は９万3899円と１.３倍になっています。「払いきれな
い」との悲鳴が上がるのも当然です。日本共産党市議団は、高
すぎる国保税の連続値上げ中止と、子育て支援に逆行する子ど
もの均等割の負担軽減に全力を尽くします。

避難所の
マンホールトイレ

殿村健一市議

佐々木とも子市議

細野りゅう子市議
田中美穂市議

JR町田駅ホームドアを視覚障害の
方々と視察（’16年12月）

国保の1人あたり年税額と
子ども均等割額の推移

そのうえ毎年値上げなんて、とんでもないそのうえ毎年値上げなんて、とんでもない
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『国保税負担軽減のための
国庫負担求める意見書』否決

　日本共産党が提出した「国民健康保険税負担軽減のためのさら
なる国庫負担・公費投入を求める意見書」は、全国知事会や市長会
からも要望が上がっているもの。しかし、自民公明などの反対多数
で否決されました。その他の主な請願、意見書の結果は以下の通り。
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主要農作物種子法廃止に関
する請願
国民健康保険税の値上げを
行わないことを求める請願
国に対し「75歳以上の後期
高齢者医療費自己負担の原
則2割に引き上げないことを
求める意見書」の提出を求め
る請願

統計不正問題の真相究明と
信頼回復を求める意見書
「原発ゼロ基本法」の制定を
求める意見書
沖縄県民投票の民意に応え、
辺野古の埋め立て工事中止
を求める意見書
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〇 × × × × ×

〇 × × 〇 × ×     ＊
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日本共産党市議団の一般質問日本共産党市議団の一般質問 “国保税”10年前の1.３倍！“国保税”10年前の1.３倍！“国保税”10年前の1.３倍！
日本共産党町田市議団ニュース（2019年6月号）


